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硬球を金属表面に高速で打ち付けるショットピーニングでは、金属表面に塑性変形を発生させることによ
り、材料を硬くするとともに、圧縮応力を付与でき、疲労強度を向上できます。また、薄板にショットピーニ
ングを行うことで、金型レスで成形（ピーン成形）することができます。
ショットピーニングの条件と残留応力分布と変形形状を予測する数値解析技術を開発し、狙いの形状や
残留応力分布を予測できるようになりました。
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【研究シーズテーマ】

工学部 機械システム工学科 教授 太田 高裕

研究分野：工学（機械工学）

●疲労強度を向上できるショットピーニングの条件を簡便に設定できます。
●ショットピーニング時の変形を制御できる条件を設定できます。
●プレス成形では難しい大型薄板の大曲率半径の成形ができます。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

●自動車部品など高い疲労強度が要求される部品
●薄板部材でショットピーニング時の変形が問題となっている部品
●航空機外板や建物外板などの大型薄板で大きな曲率半径で成形が必要な部材

【産業界での展開・用途】
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【研究シーズの概要】

ショットピーニングを利用した
成形と残留応力制御技術
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